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(57)【要約】
　一連の実質的に水平のスロットから出てくる炎によっ
て、ガラス製造炉から１つ以上の溶融ガラス出口へとフ
ォアハースに沿って通過する溶融ガラス流（２７）の両
側を加熱するための手段が提供される、フォアハース構
造物が記載される。スロットは、フォアハースが動作し
ているときに溶融ガラス表面のレベルよりも上のチャネ
ルの側壁に位置し、リボン状の炎は、溶融ガラス流に改
善された熱伝導を提供する。この種類のフォアハースの
構築で使用するためのバーナー・ブロックが開示され、
それぞれは、略くさび形の構造物の内部空洞（３）を有
し、かつブロックの面内のスロット（４）の形態の細長
い出口を有する、耐火材料のブロックからなる。可燃性
ガス状混合物または可燃性ガス状混合物を形成するため
の構成成分は、スロットから離れた空洞に供給される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス製造炉と、使用中に溶融ガラス流がそれを通って流動する、溶融ガラスのための
１つ以上の出口との間に、チャネルを組み込むフォアハース構造物であって、前記フォア
ハース構造物は、一連のスロットから出てくる炎によって、前記溶融ガラス流の両側を加
熱するための手段を含み、各スロットは、実質的に水平であり、前記スロットは、前記フ
ォアハースが動作しているときに前記溶融ガラス表面のレベルよりも上において、前記チ
ャネルの前記側壁の中に位置する、フォアハース構造物。
【請求項２】
　前記フォアハースに沿って通過する前記溶融ガラス流の方向に延びる２つのアーチ形側
部セクションと、前記溶融ガラス流の中央により高いアーチ形中央セクションとを有する
、前記チャネル上の天井を含む、請求項１に記載のフォアハース構造物。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のフォアハースを構築する際に使用するためのバーナー・ブロ
ック構造物であって、前記バーナー・ブロック構造物は、複数の耐火材料のブロックであ
って、それぞれが略くさび形の構造物の内部空洞を有し、かつ前記ブロックの面内のスロ
ットの形態の細長い出口を有する、複数の耐火材料のブロックと、可燃性ガス状混合物ま
たは可燃性ガス状混合物を形成するための構成成分を、前記スロットが位置する前記ブロ
ックの壁から離れたチャンバの一部に供給するための手段とを含む、バーナー・ブロック
構造物。
【請求項４】
　各ブロックは、混合ノズルと、前記ノズルをガス燃料および空気または酸素富化空気の
それぞれの供給部に接続するための手段とを組み込む、請求項３に記載のバーナー・ブロ
ック構造物。
【請求項５】
　前記スロットよりも下の各バーナー・ブロックの前記壁は、それが前記フォアハースに
沿って通過する前記溶融ガラス流から離れるように傾斜するように除去される、請求項３
または４に記載のバーナー・ブロック構造物。
【請求項６】
　前記スロットをその中に有する面と反対側にあり、かつ前記フォアハース構造物の外側
にある、各バーナー・ブロックの後面は、前記可燃性ガス混合物を運搬および分配するた
めの前記配管およびノズルが適合する開口をその中に有する、請求項３～５のいずれか１
項に記載のバーナー・ブロック構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フォアハース（ｆｏｒｅｈｅａｒｔｈ）、および、フォアハース構造物で使
用するためのバーナー・ブロックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　フォアハースは、ガラスを作製するための様々な構成要素が、溶融ガラスを形成するた
めに高温まで加熱され、融合されるガラス製造炉と、溶融ガラスが成形機、例えば、ガラ
スボトルもしくは瓶を作製するために使用される独立したセクションの機械、繊維ガラス
を生成するためのブッシング、平面ガラスを生成するための圧延機、フロートガラスのた
めのスズ槽、または管のためのマンドレルに供給され得る、炉から離れたその端部におけ
るチャネルの基部の多くの出口との間の、耐火物内張りチャネルである。
【０００３】
　フォアハースの端部におけるガラスが適切な温度であることが重要である。また、フォ
アハースの端部におけるガラス内の温度勾配が、ガラスの全体が本質的に同じ温度である
ように比較的均一であり、したがってその粘度が変化せず、生成物が形成プロセスによっ
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て単純かつ均一に作製され得ることが重要である。
【０００４】
　フォアハースは、通例、耐火物内張りチャネルからなり、耐火物内張りチャネルに沿っ
て、溶融ガラスが流動し、耐火物内張りチャネルは、特に温度に関する均一性がガラス製
造炉から離れた排出端部において達成されることを可能にするための適切な長さを有する
。チャネルは、通常、ガラスのフローを包囲するために、かつ大量の熱損失を停止するた
めに、耐火物内張り天井によって覆われる。また、ガラス流を閉じ込めることは、溶融ガ
ラスの表面よりも上のバーナーの使用によってその温度が調節されることを可能にする。
【０００５】
　ガラス溶融流からフォアハースの耐火性基部および側壁への熱の損失に起因して、基部
および側壁に隣接するガラスは、ガラス流の中央におけるガラスよりも低い温度であり、
実質的により粘性である。流れの中央のガラスはあまり粘性ではないため、それは、両側
におけるガラスよりも速く流動する。一方では、ガラス流の中央を冷却し、他方では、流
れの側面および基部を加熱することによって、フォアハースに沿った溶融ガラスのより均
一な流動を促進することが既知である。これを達成するための様々な種類のヒーターおよ
びバーナーならびにノズル設計が既知である。多くの既知のシステムは制御が複雑であり
、それらが、混合燃料／空気または燃料／酸素富化空気混合物に、フォアハースから離れ
た位置から、例えば、マニホールド、および端部で混合物が添加されて加熱炎を形成する
１組の個々のノズルに供給されることを必要するというさらなる不利点に悩まされるもの
もある。
【０００６】
　そのような配置は、安全性の観点からますます不十分であると見なされ、配管がすでに
可燃性の混合物を含む場合、非常に短いパイプ配管のみを有することが望ましい。これは
、パイプ配管が、上記の通り成形機の頂部よりも上にあるフォアハース領域（４～５メー
トルの高さであり得る）に到達するためにある程度の長さである必要があるため、燃料／
空気混合装置が、成形機が位置する床上に位置する場合、不便である。
【０００７】
　可燃性混合物を含む配管に関する安全性の問題は、空気または酸素富化空気および燃料
の混合がバーナー・ノズルにおいて行われるバーナーを使用することによって対処され得
るが、そのようなノズルは、長い炎を生じさせる傾向があり、それは、溶融ガラス流がフ
ォアハースに沿って流動するときにその両側のみに加えられることが望ましい加熱が、実
際には流れの中央にまで及び、したがって、フローの中央を冷却するために搭載され得る
任意の冷却システムと反対に作用し、高度にエネルギー効率の悪いシステムをもたらすと
いう不利点をもたらす。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によると、ガラス製造炉と、使用中に溶融ガラス流がそれを通って流動する、溶
融ガラスのための１つ以上の出口との間に、チャネルを組み込むフォアハース構造物であ
って、フォアハース構造物は、一連のスロットから出てくる炎によって、溶融ガラス流の
両側を加熱するための手段を含み、各スロットは、実質的に水平であり、スロットは、フ
ォアハースが動作しているときに溶融ガラス表面のレベルよりも上において、チャネルの
側壁の中に位置する、フォアハース構造物が提供される。
【０００９】
　本発明はまた、この種類のフォアハースを構築する際に使用するためのバーナー・ブロ
ック構造物であって、バーナー・ブロック構造物のそれぞれは、耐火材料のブロックであ
って、耐火材料のブロックは、略くさび形の構造物の内部チャンバを有し、かつブロック
の面内のスロットの形態の細長い出口を有する耐火材料のブロックと、可燃性ガス状混合
物または可燃性ガス状混合物を形成するための構成成分を、スロットが位置するブロック
の壁から離れたチャンバの一部に供給するための手段と、から構成されるバーナー・ブロ
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ック構造物を提供する。
【００１０】
　好ましいバーナー・ブロックは、混合ノズルと、ノズルをガス燃料および空気または酸
素富化空気のそれぞれの供給部に接続するための手段とを組み込むバーナー・ブロックで
ある。ノズルは、ガス状燃焼材料を、それらが混合し、スロットに沿って排出されるチャ
ンバに導入する。通常、ブロック内であるが、リボン状の炎が出てくるスロットに隣接し
て燃焼が開始するように、可燃性構成成分の流速が調節される。このリボン状の炎は、溶
融ガラスが流動するフォアハース中のチャネルの両側に沿って広がる。
【００１１】
　そのような炎は、概して、水平面内で平坦であるが、チャネルの側部の形状は、好まし
くは、炎がフォアハース天井の下面へと上向きに引かれるよう促進するように構成される
。炎は、天井に沿って移動し、天井ブロックへの対流および放熱を介して、より効率的な
熱伝導をもたらす。次いで、天井ブロックは、この熱をガラス表面に再び放射する。
【００１２】
　溶融ガラス流がフォアハースを流動するときに、その中央を加熱することとは異なり、
その両側を加熱する効率性は、フォアハースに沿って通過する溶融ガラス流の方向に延び
る２つのアーチ形側部セクションと、溶融ガラス流の中央により高いアーチ形中央セクシ
ョンとを有する、チャネルの天井を構築することによって改善され得る。両側におけるア
ーチ形天井セクションの使用は、流れの各縁部における高温ガスの循環流を促進し、略扁
平な円形路中の流動を促進し、扁平な円形路の中心は、スロットのレベルよりもわずかに
下であるが、溶融ガラスの表面よりも上に位置する。
【００１３】
　好ましくは、スロットよりも下のバーナー・ブロックの壁は除去され、すなわち、溶融
ガラス流から離れるように傾斜し、それは、バーナー・ブロックからの放射熱が、フォア
ハースに沿って通過するガラス流の縁部において溶融ガラスを加熱することを可能にする
ことを補助する。
【００１４】
　各バーナー・ブロックの後面、すなわち、スロットをその中に有する面と反対側にあり
、したがってフォアハース構造物の外側にある部分は、概して、可燃性ガス混合物を運搬
および分配するための配管およびノズルが適合する開口をその中に有する。
【００１５】
　一例として、フォアハースで使用するための改善されたバーナー・ブロック、およびそ
のようなブロックを使用したフォアハース構造物の一実施形態が、添付の図面に示される
。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】使用中の溶融ガラスに隣接する側から見られる、本発明によるバーナー・ブロッ
クの斜視図である。
【図２】図１のバーナー・ブロックを通る垂直断面である。
【図３】定位置の典型的なノズル混合バーナーを示す、フォアハースの外側からの図１の
バーナー・ブロックの斜視図である。
【図４】動作中の本発明にしたがって構築されたフォアハースを通る断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１～３を参照すると、本発明によるバーナー・ブロックは、耐火材料、例えば、シリ
マナイト質耐火物の上部および下部ブロックから形成される。１で示される上部ブロック
が略均一な厚さを有する一方で、下部ブロック２は、その中に形成された略くさび形のチ
ャンバ３を有する。２つのブロックを成形した後、バーナー・ブロックを単一の部品とし
て焼成する前に、これらは、グリーン状態まで硬化され、次いで、好適な耐火性セメント
を使用して一緒にモルタル接合され得る。上部および下部ブロック１および２が一緒に組



(5) JP 2017-531611 A 2017.10.26

10

20

30

40

50

み立てられるとき、狭いスロット４がチャンバ３の縁部に形成される。チャンバ３の後部
には、貫通孔５があり、貫通孔５の中に、供給パイプ／ノズルアセンブリ３１（図３）が
位置する。
【００１８】
　図１～３でわかるように、バーナー・ブロックの下部半分体は、その中に成形された、
１０で示されるスロットを有する。ブロックが焼成された後、ブラケットがスロット１０
の中へスライドして入れられる。スロット１０の内側のブラケットの部分は、チャンバ３
の端部における５で示される孔と整合する孔をその中に有する。ここで、バーナー・ノズ
ルは、ブラケットを通じて挿入され得、そのヘッドは、その端部において貫通孔５の中に
あり、チャンバ３の方を向いている。ノズルは、図３に示されるような止めねじ１２など
の任意の都合の良い手段によって、ブラケットに固定されてもよい。固定は、ノズルアセ
ンブリ３１、ブラケット、および耐火性バーナー・ブロックを一緒に係止する。
【００１９】
　チャンバ３の縁部におけるスロット４よりも下のバーナー・ブロックの下部半分体２の
正面は除去されており、それは、図１および図２において６で示されている。バーナー・
ブロックの半分体１の頂部における範囲は、数ミリメートルの深さの除去表面８を有して
おり、フォアハース構造物へと組み立てられたときにバーナー・ブロック上に位置する天
井ブロックの重量を、バーナー・ブロックの中空でない両側部を通して導き、これらの力
が、フォアハースの使用中に時間の経過とともにバーナー・ブロック面内のスロット４が
閉鎖することを引き起こすことを防止する目的を有している。
【００２０】
　そのようなバーナー・ブロックをフォアハースの両側部に沿って取り付けることが、図
４に示される。これは、本発明によるフォアハースを断面で図示する。基本的な構造物は
、チャネル・ブロック２２を伴う断熱基部２１を担持する鉄骨フレーム（図示せず）を有
しており、使用中に、溶融ガラス２７がチャネル・ブロック２２に沿って流動する。本発
明による一連のバーナー・ブロック２４は両側にある。バーナー・ブロック２４は、天井
部材２３を支持する。好適な材料の断熱層２５が、バーナー・ブロック２４および天井部
材２３のアセンブリを被覆する。
【００２１】
　ノズルのそれぞれにガスおよび空気または酸素強化空気を供給するために、フォアハー
スの各側の一連のブロック２４中に設置された供給パイプ／ノズルアセンブリ３１への供
給配管の好適な配置が提供される。
【００２２】
　ガス、空気、および酸素（さらなる酸素が必要とされる場合）の供給部間で、通例の様
式で、適切な流量制御手段が提供され得る。これらはすべて、メインテナンスの容易さお
よび好適な周囲条件を確実にするために、フォアハース自体から十分に離れて位置し得る
。
【００２３】
　動作中、燃料および空気または酸素富化空気は、ノズルを通じて、スロット４から離れ
たチャンバ３の端部へと供給され、燃焼がチャンバの内側で開始し、次いで、燃焼ガス状
混合物は、スロット４に向かってチャンバの断面が狭くなることによって、フローがスロ
ットに向かって移動するにつれて加速する。略平坦な炎が、ブロックの全幅に沿ってスロ
ット４から出て、次いで、その炎は、（スロット付きのバーナー・ブロックが、図４にお
いて２７で示される溶融ガラス流の両側に沿って位置するため）、フォアハースの両側に
沿って広がり、主に溶融ガラス流の縁部に向かって溶融ガラスへと熱を下に放射する天井
ブロックの下側を加熱する。これは、より高いアーチ形中央セクション２８の両側に２つ
のより低いアーチ形セクション２９を有する、天井部材２３の下側の形状によって提供さ
れる。
【００２４】
　平坦な炎の特定の利点は、それが、ブロックにわたって熱の非常に均一な分布を与え、
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したがって、フォアハースに沿って流動するガラス流の両側においてガラスに伝達される
熱もまた、ガラス表面のいわゆる再沸騰のリスクがほとんどないように均一であるという
点である。スロット４よりも下の除去セクション６は、流動している流れの縁部における
溶融ガラス２７の加熱を補助する。
【００２５】
　ノズルが、可燃性混合物が出てくる端部に位置する任意の点火装置などを必要としない
ということ、むしろ、フォアハースの中の温度に起因して、可燃性混合物がバーナー・ブ
ロックチャンバ３内で発火することに留意されるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【国際調査報告】
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